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ステップ１ 法線
ほうせん

の作図 

１ 右の図のように、平面と、その平面に垂直な

直線があります。このとき、この直線を平面

の「法線
ほうせん

」と呼びます。 

 

 

   次の⑴〜⑷の図は、鏡の面を横から見た図です。●の点を通る鏡面の法線を、方眼

定規または三角定規を使って正確に作図しなさい。 

 

 ⑴                  ⑵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶                  ⑷ 

平面

法線

鏡

鏡

鏡 鏡
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ステップ２ 線対称な図形の作図 

２ 図の折れ線ＡＢＣＤは、線対称な図形の半分をかいたもので、直線Ｌは対称の軸で

す。次の①〜④の手順にしたがって、この図形の残り半分作図しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ① Ｂを通り直線Ｌに垂直な直線を引き、直線Ｌとの交点をＥとする。 

   ② ＢＥの延長線上に、ＢＥ＝ＥＢ’となる点Ｂ’をとる。これが点Ｂに対応する

点となります。 

   ③ ①②と同様に、Ｃに対応する点Ｃ’をとる。 

   ④ Ａ、Ｂ’、Ｃ’、Ｄを結ぶ。 

 

Ｌ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
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 光の反射 
 

 右の図のように、鏡面上の点Ｐに入ってく

る光があります。このとき、点Ｐに入って

くる光を「入射光」、点Ｐから出ていく光

を「反射光」といいます。 

 

 

 

 このとき、点Ｐにおける鏡の法線と入射光

のなす角を「入射角」、法線と反射光のな

す角を「反射光」と言い、入射角と反射角

は必ず等しくなります。 

 

 

   

 

 さらにこのとき、入射光上の点Ｑを通り、

法線に垂直な直線を引き、法線との交点を

Ｒ、反射光との交点をＳとすると、入射光

ＰＱと反射光ＰＳは法線に関して線対称に

なり、ＱＲ＝ＲＳが成り立ちます。 

 

 

 

  光の道すじを作図する問題では、入射角と反射角を分度器ではかることはせずに、

入射光と反射光が法線に関して線対称であることを利用して作図します。 

    

鏡
Ｐ

反射光入射光

鏡

法線

Ｐ

入射角 反射角

鏡
Ｐ

Ｑ Ｒ Ｓ

長さが等しい

線対称

入射角と反射角は等しい 

入射光と反射光は法線に関して線対称 
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ステップ３ 反射後の光の道すじの作図 

３ 図のように、鏡面上の点Ｐに光を当てました。次の①〜④の手順にしたがって、反

射光を作図しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ① 点Ｐにおける鏡の法線を作図する。 

   ② 入射光上の格子点
こうしてん

Ａを通り、①の法線に垂直な線を引き、法線との交点をＢと

する。※格子点･･･方眼のたて横の線が交わる点。 

   ③ ＡＢを延長して、ＡＢ＝ＢＡ’となる点Ａ’をとる。 

   ④ ＰとＡ’を結び、Ａ’の方に線を延長する。（これが反射光） 

 

Ａ

鏡 Ｐ
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４ 図のように鏡に光を当てました。入射光上の格子点に注目して、反射光

を正確に作図しなさい。 

 

 ⑴               ⑵ 

 

 

 

 

 

 ⑶               ⑷ 

 

 

 

 

 

 ⑸               ⑹ 

 

鏡 鏡

鏡

鏡

鏡 鏡
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５ 図のように２枚の鏡を直角に合わせ、一方の鏡に光を当てました。このあと、光は

どのような道すじをたどりますか。その道すじを正確に作図しなさい。 

 

 ⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 

 

 

 

 

 

 

 鏡

鏡
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 ⑶  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鏡

鏡
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 鏡による像の位置 
 

  図のように、直方体の形をした部屋にＡ君、Ｂ君、Ｃ君がいて、壁に取りつけら

れた鏡の方を見ています。３人が鏡から離れた場所から鏡の方を向いているとき、

３人は図１のように、自分と鏡の間の距離と同じ距離だけ鏡の奥にいるようにうつ

り、図２のように、鏡の直ぐそばにいるようにはうつりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１】正しい見え方

Ａ君Ｂ君
Ｃ君

鏡

【図２】間違った見え方

Ａ君Ｂ君
Ｃ君

鏡
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  人や物が鏡にうつるとき、そのうつった姿・形を「像
ぞう

」といいます。図１を上か

ら見ると、３人と、３人の像の位置関係は、図２のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  人や物が鏡にうつるとき、その像は、人や物と鏡に関して線対称な位置にあるよ

うに見えます。 

 

 

  よって、「鏡による像が見える位置を記入しなさい」という問題では、像の位置

は、鏡の上ではなく、人や物と鏡に関して線対称な位置に作図します。 

 ※Ｃ君の正面には鏡はありませんが、Ａ君、Ｂ君からはＣ君の像が図の位置に見え

ます。Ｃ君はもちろん、自分の前に鏡がないので自分の像は見えません。 

 

実物と像は、鏡に関して線対称 

Ａ君

Ｂ君

Ｃ君

鏡

【図３】

Ａ君の像

Ｂ君の像

Ｃ君の像
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ステップ４ 鏡にうつる像の作図 

６ 直方体の形をした部屋の中にＡ君、Ｂ君、Ｃ君、Ｄ君、Ｅ君がいて、壁にとりつけ

られた鏡の方を見ています。図２は、この部屋の様子を上から見た図です。方眼の

１めもりを１ｍとして、次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ ５人の鏡による像の位置に●をつけ、それぞれＡ〜Ｅと記入しなさい。自分の像が

見えなくても、他の人から自分の像が見える場合は、その像の位置を●をつけま

す。 

 

 ⑵ Ｂ君の像は鏡から（   ）ｍ離れたように見えます。 

 

 ⑶ Ｄ君の像はＤ君から（   ）ｍ離れたように見えます。 

Ａ君

Ｂ君

Ｃ君

Ｄ君

Ｅ君

鏡
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７ 直方体の形をした部屋の中にＡ君、Ｂ君、Ｃ君、Ｄ君、Ｅ君がいて、壁にとりつけ

られた鏡の方を見ています。図２は、この部屋の様子を上から見た図です。方眼の

１めもりを１ｍとして、次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ ５人の鏡による像の位置に●をつけ、それぞれＡ〜Ｅと記入しなさい。 

 

 ⑵ Ｂ君の像は鏡から（   ）ｍ離れたように見えます。 

 

 ⑶ Ｄ君の像はＤ君から（   ）ｍ離れたように見えます。 

 

 

 

Ａ君

Ｂ君

Ｃ君

Ｄ君

Ｅ君

鏡
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 色が見える仕組み 

  図１のように、照明がついた部屋の中で太郎君が＜赤い＞ボールを見ています。

図２のように照明を消すと、ボールの色も形も見えません。光がないと、物の色や

形は見えないのです。 

 

 

 

 

 

 

  実は、私達がある物体を「赤い」と感じるのは、図３のように、太陽や照明から

発した光が物体の表面に到着したときに、私達が「赤い」と感じる波長の光だけが

反射し、私達の目に届くからです。（私達が「赤い」と感じる波長以外の光は、物

体の表面に吸収されます。） 

 

  同様に、緑の物体が緑に見

えるのは、私達が「緑」と感じ

る波長の光だけが、青の物体が

青に見えるのは、私達が「青」

と感じる波長の光だけが、物体

上で反射するからです。 

 

  ※ 光そのものには色はありません。 

  ※ ボールそのものの色は人には分かりません。人間には赤く感じるというだけです。 

【図１】 【図２】

【図３】
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 光の道すじの作図 

  「物体から出た光が目に届くまでの道

すじを作図しなさい」という問題があり

ます。このとき、「物体」がろうそくの

炎や豆電球など、自分から光る「発光

体」である場合は、図１のように物体か

ら出る光を描くのは自然です。 

 

  しかし、「物体」が「発光体」でない場合も、太陽や照明からの光が物体上で反

射する光があるので、発光体の場合と同様に、物体から出発するように光を描きま

す。このとき、太陽や照明から出て物体に到着する光は「当然のもの」として省略

します。 

 

 

 

 

 

  例えば、太郎君がボールを直接見るとき、太郎君の目に届く光は図２のように作

図し、太郎君が鏡にうつったボールを見る場合は、ボールから出て太郎君の目に届

く光は図３のように作図します。 

  

太郎君豆電球

鏡

【図１】

太郎君ボール

鏡

【図２】

太郎君ボール

鏡

【図３】
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ステップ５ １回反射 

８ 図１のように、部屋の中にボールがあり、Ａ君が壁にとりつけられた鏡の方を見て

います。図２は、この部屋の様子を上から見た図です。このとき、次の①〜④の手

順で、ボールから出た光が鏡で反射してＡ君の目に届く道すじを、図２に作図しな

さい。 
 

  ① ボールの鏡による像を作図する。 

  ② ①の像とＡ君を結ぶ。 

  ③ ②の線と鏡の交点をＰとする。 

  ④ ボール、Ｐ、Ａ君を結ぶ。（この

折れ線が光の道筋） 

  ⑤ 像とＰを結ぶ線を点線にしておく。 

 

 

 

 

Ａ君
ボール

鏡

【図２】

【図１】

Ａ君
ボール

鏡
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９ 次の⑴〜⑷において、物体から出た光が鏡で反射してＡ君の目に届く道すじを作図

しなさい。 

 

 ⑴                 ⑵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶                 ⑷ 

 

 

 

 

 

 

Ａ君物体

鏡

Ａ君

物体

鏡

Ａ君

物体

鏡

物体

鏡

Ａ君
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10 次の⑴〜⑷において、物体から出た光が鏡で反射してＡ君の目に届く道すじを作

図しなさい。 

 

 ⑴                 ⑵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑶                 ⑷ 

 

 

 

 

 

 

Ａ君

物体

鏡

Ａ君

物体

鏡

Ａ君

物体

鏡

Ａ君

物体

鏡
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11 太郎君は図のように２枚の鏡１、鏡２を直角に合わせ、その前に人形を置きました。

下の図は鏡と人形と太郎君の位置関係を上から見た図です。このとき、次の問いに

答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 鏡１による人形の像を「像１」とします。像１の位置に●をつけ、人形から出て鏡１

で反射して太郎君の目に届く光の道すじを作図しなさい。 

 

 ⑵ 鏡２による人形の像を「像２」とします。像２の位置に●をつけ、人形から出て鏡１

で反射して太郎君の目に届く光の道すじを作図しなさい。 

太郎君

人形

鏡１

鏡２
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ステップ６ ２回反射 

12 11の問題では２個の像を作図しま

したが、実際には、右の図のように

３つの像が見えます。３つ目の像に

ついて次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ 鏡１による人形の像を「像１」、鏡２による人形の像を「像２」、「像１」の鏡に２に

よる像を「像３」とします。像１〜３の位置を上の図に記入しなさい。 

   ※像３は、像２の鏡１による像にもなります。 

 

 ⑵ 像３と太郎君を結び、鏡２との交点をＰとします。Ｐと像１を結び、鏡１との交点

をＱとします。人形、Ｑ、Ｐ、太郎君を結ぶ折れ線が、人形から出て鏡で２回反射

して太郎君の目に届く光の道筋となります。これを作図しなさい。 

像１ 像２

像３

太郎君

人形

鏡１

鏡２
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13 太郎君は図のように２枚の鏡１、鏡２を直角に合わせ、その前に人形をおきました。

下の図は鏡と人形と太郎君の位置関係を上から見た図です。このとき、人形から出

て鏡で２回反射して太郎君の目に届く光の道すじを作図しなさい。 

 

 ⑴  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ 

 

 

 

 

人形 太郎君

人形

太郎君
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 ⑶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑷ 

 

太郎君

人形

人形

太郎君
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 ⑸ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑹ 

 

人形

太郎君

人形

太郎君
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■ 解答 ■ 

１ ⑴        ⑵ 

 

 

 

 

 

  ⑶        ⑷ 

 

 

 

 

 

２  

 

 

 

 

 

  

３  

 

 

 

 

 

４ ⑴ 

 

 

 

 

 

  ⑵ 

 

 

 

 

  ⑶ 

 

 

 

 

 

  ⑷ 

 

 

 

 

 

  ⑸ 

 

 

 

 

 

  ⑹ 

 

 

 

 

 

 

５ ⑴ 

 

 

 

 

 

  ⑵ 

 

 

 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｂ’

Ｃ’

Ｅ

鏡

鏡

鏡

鏡

鏡

鏡

鏡

鏡

鏡

鏡 鏡

Ａ

鏡

Ａ’

Ｐ

Ｂ

鏡
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  ⑶ 

 

 

 

 

 

  ⑷ 

 

 

 

 

 

 

６ ⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑵ ３ ⑶ ６ 

 

 

７ ⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑵ ４ ⑶ ２ 

 

８  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ ⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

鏡

Ａ君

Ｂ君

Ｃ君

Ｄ君

Ｅ君

鏡

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ君
ボール

鏡

Ａ君物体

鏡

Ａ君

物体

鏡

Ａ君

物体

鏡

鏡

Ａ君

Ｂ君

Ｃ君

Ｄ君

Ｅ君

鏡

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ
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  ⑷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 ⑴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑷ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 ⑴⑵ 下図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 ⑴⑵ 下図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物体

鏡

Ａ君

Ａ君

物体

鏡

Ａ君

物体

鏡

Ａ君

物体

鏡

Ａ君

物体

鏡

太郎君

人形

鏡１

鏡２

像１

像２

太郎君

人形

鏡１

鏡２

像１

像２像
３

Ｐ

Ｑ
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13 ⑴  

 

 

 

 

 

 

 

  ⑵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑶ 
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  ⑸ 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑹ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人形 太郎君

像２像３

像１

人形

太郎君

像３

像１

像２

太郎君

人形
像１

像２ 像３

人形

太郎君

像３像２

像１

人形

太郎君
像１

像３像２

人形

太郎君

像１

像
３

像２


